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第6回 こまば脳カフェ 　　　　　クリスマス特別版

菅野康太
東京大学大学院 理学系研究科 生物科学専攻 
石浦章一研究室 博士課程 (第１回こまば脳カフェ・スピーカー)　

　 今回は、哲学が専門の二人のゲストをお招きし、脳を専門にする学
生が指定討論者とファシリテーターを務めます。脳科学は暴走するの
か？主体性とはなんなのか？等の話題提供をお二人からしていただ
き、言語の脳科学を専門とする指定討論者からの質疑を経て、オー
ディエンスを交えての談話・議論に移ります。｢哲学 x 脳科学｣の「x」
は融合や協力を意味するのか？それとも「vs」でしかあり得ないの
か。衝突スレスレの摩擦の間に垣間見える、今後の学問や社会にとっ
ての脳科学と哲学のあるべき関係や可能性を探ります。

ファシリテーター

京王井の頭線 駒場東大前駅 下車
東京大学駒場キャンパス

生協食堂３階ラウンジ
(駒場コミュニケーションプラザ南館 3F 

交流ラウンジ) 

河野哲也　
立教大学文学部教育学科 教授
著書　
『暴走する脳科学 ― 哲学・倫理学からの批判的検討』(光文社新書)
『〈心〉はからだの外にある ―「エコロジカルな私」の哲学』(NHKブックス)
　　　

ゲスト

連絡先
東京大学こまば脳カフェ実行委員会
cafe@utcp.c.u-tokyo.ac.jp

今日、「脳」に対する社会の関心はますます増していま
す。一方、脳科学は発展途上にあり、複雑な脳の働きはまだま
だ解明段階です。私たちは脳をどこまで理解することができる
のでしょうか。また、脳科学に何を期待することができるので
しょうか。このたび、脳に関心を持つ人々が集い、自由に語り
合うことのできる場を目指し、「脳カフェ」を開催いたしま
す。定期的に開催し、尽きない話題を語っていく予定です。ぜ
ひお気軽にご参加ください。

・・

哲学 x 脳科学
2009年 12月22日(火)
18:00 ̶ 20:00

（事前登録不要・入場無料）

指定討論者　飯島和樹
東京大学大学院 総合文化研究科 
広域科学専攻 酒井邦嘉研究室 博士課程
関連文献　
酒井邦嘉 著『言語の脳科学－脳はどのようにことばを生みだすか』(中公新書)
Iijima, K., Fukui, N. & Sakai, K. L. NeuroImage 44, 1387-1396 (2009).

場所

戸田山和久　
名古屋大学大学院情報科学研究科 教授
著書 
『知識の哲学』(産業図書)
『科学哲学の冒険 ― サイエンスの目的と方法をさぐる』(NHKブックス)
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